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賀
伊
と
歩
乱
川
戸
江

　

明
は
歩
乱
川
戸
江
の
家
作
偵
探

旧
、
年
）
四
九
八
一
（
七
十
二
治

と
。
た
れ
ま
生
で
町
新
の
町
張
名

と
ほ
は
に
的
国
全
、
は
と
こ
う
い

こ
こ
、
が
い
な
い
て
れ
ら
知
ど
ん

と
だ
実
事
の
知
周
は
で
域
地
賀
伊　

で
ま
こ
そ
は
の
な
知
周
、
が
だ

る
な
と
係
関
の
賀
伊
と
歩
乱
。
だ

そ
。
る
あ
で
状
現
が
の
い
な
い
て

ゆ
土
郷
、
を
り
わ
か
か
の
と
賀
伊

て
し
と
り
か
が
手
を
物
人
の
り
か　

は
世
近
の
賀
伊

虎
高
堂
藤

弘
（

六
五
五
一
／
年
七
永
寛
│
年
二
治

江
近
。
る
ま
始
に
）
〇
三
六
一
│

し
と
将
武
国
戦
、
れ
ま
生
に
国
の

を
名
勇
て

馳

、
と
あ
た
せ

外
様
大

し
と
心
腹
の
康
家
川
徳
ら
が
な
名

た
し
力
尽
に
立
確
の
制
体
藩
幕
て

て
じ
通
を
代
時
戸
江
、
そ
こ
虎
高

藩
津
た
め
治
を
国
両
勢
伊
・
賀
伊

。
る
あ
で
祖
始
る
け
輝
の
家
堂
藤　

係
関
。
い
な
係
関
は
に
歩
乱
は
実

を
死
の
虎
高
・
父
、
は
の
る
あ
が

堂
藤

次
高

／
年
四
宝
延
│
年
六
長
慶
（

家
の
左
。
だ
）
六
七
│
二
〇
六
一

、
ば
え
い
で
図
系

①

ら
か

②

藩
へ

な
に
と
こ
た
れ
さ
承
継
が
座
の
主

な
し
照
参
を
図
系
家
、
下
以
。
る

。
い
た
き
だ
た
い
み
読
お
ら
が　

な
は
で
か
だ
さ
は
か
と
こ
の
つ
い

の
治
療
へ
海
熱
ら
か
戸
江
、
が
い

る
な
れ
づ
れ
つ
。
た
し
ば
伸
を
足

に
ま
ま

湯
治
場

す
策
散
を
辺
周
の

し
濯
洗
で
り
と
ほ
の
川
、
ち
う
る

ま
と
に
目
が
娘
の
り
と
ひ
る
い
て

お
り
ま
つ
、
室
側
に
ち
だ
た
、
り妾　

、
は
名
の
娘

お
光

東
伊
豆
伊
。

の
郷
士

海
熱
て
出
ら
か
家
井
平
・

冷
川

い
と

前
御
川
冷

四
永
宝
│
年
三
永
寛
（

と
）
七
〇
七
一
│
六
二
六
一
／
年　

国
宗
『
た
し
記
を
史
歴
の
藩
津

「
が
光
お

嬖
人

て
し
と
」
氏
井
平

様
殿
は
人
嬖
。
る
い
て
れ
さ
録
記

。
だ
味
意
う
い
と
り
入
に
気
お
の

居
隠
に
年
）
九
六
六
一
（
九
文
寛

・
男
長
、
し

久
高

年
五
十
永
寛
（

一
│
八
三
六
一
／
年
六
十
禄
元
│

。
ぐ
継
を
跡
が
）
三
〇
七　

平
の
豆
伊
、
年
九
文
寛
く
じ
同

藤
が
弟
の
前
御
川
冷
、
は
で
家
井

次
高
。
た
れ
ら
え
抱
し
召
に
家
堂

弟
の
前
御
川
冷
、
に
機
を
退
引
が

は
弟
。
う
ろ
だ
き
べ
る
見

井
平

友

益

六
一
│
？
／
年
二
和
天
│
？
（

　

の
次
高
は
益
友

鍼
医

津
て
し
と

。
た
し
務
勤
に
敷
屋
戸
江
の
藩

微

禄

の
め
詰
戸
江
、
で
士
藩
級
下
の

死
く
早
り
よ
前
御
川
冷
の
姉
ま
ま

の
子
は
督
家
、
し
去

陳
救

│
？
（

）
三
三
七
一
│
？
／
年
八
十
保
享

図
系
家
の
家
井
平
。
た
し
続
相
が

る
い
て
れ
さ
と
代
初
が
益
友
は
で

ん
住
に
戸
江
も
救
陳
・
代
二
、
が

。
た
め
勤
に
藩
津
で　

だ
い
あ
の
と
次
高
は
前
御
川
冷

子
の
男
。
た
け
儲
を
女
一
男
一
にが

高
睦

年
五
永
宝
│
年
七
文
寛
（

。
だ
）
八
〇
七
一
│
七
六
六
一
／

一
（
六
十
禄
元
、
り
な
と
子
養
の

る
す
去
死
が
久
高
、
年
）
三
〇
七

。
た
い
つ
に
座
の
主
藩
代
四
と

　

虎
高
堂
藤
が
娘
の
士
郷
の
豆
伊

睦
高
の
そ
、
み
生
を
睦
高
・
孫
の

江
は
語
物
世
出
の
前
御
川
冷
、
ら　

四
永
宝
た
し
去
死
が
前
御
川
冷

当
の
家
井
平
、
年
）
七
〇
七
一
（

か
ず
わ
も
に
で
ま
れ
そ
。
る
げ
と

ら
が
な
つ
ず

俸
禄

て
れ
ら
え
加
を

八
に
気
一
は
に
年
の
こ
、
が
た
い

と
石
千
高
禄
、
れ
さ
増
加
を
石
百　

る
た
々
堂
ば
え
い
と
り
取
石
千

ク
役
重
ら
な
員
社
会
、
士
藩
級
上

救
陳
、
年
の
こ
も
か
し
。
だ
ス
ラ

ら
か
睦
高
の
君
主
は

隼
人

う
い
と。

る
い
て
れ
ら
贈
で
ま
前
名　

亡
。
る
あ
で
こ
と
い
の
救
陳
は
睦

血
、
が
睦
高
た
し
慕
追
を
親
母
き

こ
る
す
遇
厚
を
救
陳
る
た
あ
に
縁

。
る
れ
ら
え
考
と
の
も

　

一
七
一
（
三
徳
正
、
は
救
陳
・
代

い
願
を
務
勤
の
で
勢
伊
に
年
）
三

ら
か
戸
江
、
年
翌
、
れ
さ
許
て
出

次
の
そ
し
か
し
。
た
し
居
転
に
津

の
で
賀
伊
は
に
年
五
徳
正
、
年
の

下
城
の
野
上
、
れ
ら
じ
命
を
め
勤　

図
絵
『
書
著
の
ん
さ
二
謙
井
福

化
文
賀
伊
（』
城
野
上
た
み
ら
か

よ
み
て
い
開
を
）
行
発
会
協
業
産

に
」
図
町
下
城
間
年
保
享
「。
う

の
町
居
徳
、
は

廣
禅
寺

屋
の
救
陳
り
ま
つ
、
人
隼
井
平
た

そ
に
右
。
る
い
て
れ
さ
録
記
が
敷

こ
、
が
く
お
て
し
載
転
を
部
一
の

の
人
隼
井
平
、
東
の
寺
禅
廣
、
て　

禅
廣
、
し
去
死
で
野
上
は
救
陳

で
図
系
家
の
右
。
た
れ
ら
葬
に
寺

の
子
の
そ
、
が
る
あ
て
し
略
省
は陳

以

ご
過
を
生
一
で
敷
屋
じ
同
も

の
代
の
次
の
そ
。
た
し

陳
為

寛
が

移
へ
津
に
年
）
九
四
七
一
（
二
延

。
る
な
に
と
こ
た
し
活
生
で
町　

で
ん
住
に
津
は
家
井
平
、
後
以

・
代
七
、
み
励
に
め
勤
城
お

陳
就一

／
年
七
十
治
明
│
年
七
化
文
（

治
明
に
代
時
の
）
四
八
│
〇
一
八

。
た
え
迎
を
新
維　

藩
津
は
就
陳
、
期
乱
動
の
末
幕

に
年
）
三
六
八
一
（
三
久
文
。
た

る
よ
に
派
夷
攘
王
尊
、
は

天
誅

組

に
和
大
め
た
る
す
圧
鎮
を
動
騒

ら
士
藩
級
上
。
る
い
て
れ
さ
遣
派

三
、
し
と
妻
を
娘
の
家
堂
藤
く
し

文
は
妻
、
が
た
れ
ま
恵
に
女
四
男

。
う
ま
し
て
し
去
死
に
年
三
久　

と
行
奉
和
城
の
藩
津
、
後
の
そ

の
和
大
て
し

古
市

お
た
し
任
赴
に

合
り
知
と
性
女
る
あ
は
就
陳
、
り

後
添

の
り
た
ふ
。
た
し
と
い

、
れ
ま
生
が
子
の
男

男
繁

応
慶
（

七
六
八
一
／
年
四
十
正
大
│
年
三

た
れ
ら
け
づ
名
と
）
五
二
九
一
│

の
家
井
平
に
後
人
成
、
は
子
の
上

。
る
す
立
独
て
し
と
代
初
家
分　

西
関
（
校
学
律
法
西
関
は
男
繁

後
業
卒
、
び
学
に
）
身
前
の
学
大

を
親
母
る
す
し
ら
暮
り
と
ひ
で
津

。
た
し
職
奉
に
所
役
郡
張
名　

め
求
を
い
ま
住
に
家
借
の
町
新

、
き
招
を
母
ら
か
津
、
は
男
繁
た

七
年
）
三
九
八
一
（
六
十
二
治
明

ら
か
家

く
き

昭
│
年
一
十
治
明
（

九
一
│
八
七
八
一
／
年
一
十
四
和

を
娘
う
い
と
）
六
六

娶

　

と
男
繁
た
し
生
誕
に
月
十
年
翌

・
男
長
の
く
き

郎
太

で
こ
こ
、
が

る
な
と
場
登
の
公
人
主
よ
い
よ
い

の
ち
の
、
が

歩
乱
川
戸
江

治
明
（

八
一
／
年
十
四
和
昭
│
年
七
十
二

。
る
あ
で
）
五
六
九
一
│
四
九　

十
二
治
明
、
年
翌
の
生
誕
歩
乱

男
繁
に
月
六
年
）
五
九
八
一
（
八

し
居
転
に
町
山
亀
は
家
井
平
、
め

郷
故
れ
ま
生
ま
ま
い
な
も
憶
記
の

に
張
名
も
後
の
そ
、
し
に
と
あ
を

。
る
す
長
成
ま
ま
な
縁
無　

を
場
の
躍
活
に
屋
古
名
は
男
繁

平
。
た
し
身
転
に
界
業
実
、
め
求

業
に
い
お
お
、
し
業
開
を
店
商
井

五
十
四
治
明
、
が
た
し
ば
伸
を
績

知
愛
が
歩
乱
、
年
）
二
一
九
一
（

前
の
校
高
陵
瑞
（
学
中
五
第
立
県

商
井
平
、
後
直
た
し
業
卒
を
）
身

。
う
ま
し
て
し
産
破
は
店　

進
の
へ
校
学
等
高
八
第
は
歩
乱

へ
学
勉
、
の
の
も
た
し
念
断
を
学

大
田
稲
早
、
く
た
が
ち
断
は
夢
の

バ
ル
ア
な
ま
ざ
ま
さ
は
に
中
学
在

と
ひ
の
そ
、
が
た
し
験
経
を
ト
イ

伝
手
集
編
の
」
聞
新
治
自
「
に
つ　

い
て
し
宰
主
を
」
聞
新
治
自
「

出
賀
伊
く
じ
同
と
歩
乱
、
は
の
た

の
身

克
崎
川

昭
│
年
三
十
治
明
（

九
一
│
〇
八
八
一
／
年
四
十
二
和

ね
訪
を
克
て
れ
さ
介
紹
ら
か
人
知

）
四
一
九
一
（
三
正
大
、
は
の
た

十
三
克
、
歳
九
十
歩
乱
。
夏
の
年　

町
坂
車
の
下
城
野
上
は
克
崎
川

政
ら
か
ろ
こ
の
代
十
、
れ
ま
生
に

望
大
の
そ
。
た
い
て
し
志
を
家
治

一
九
一
（
四
正
大
く
べ
す
現
実
を

初
に
挙
選
総
回
二
十
第
、
年
）
五

し
た
果
を
選
当
と
ご
み
て
し
馬
出

く
な
え
あ
は
」
聞
新
治
自
「。
た

が
愛
可
を
歩
乱
て
い
づ
つ
き
ひ
は

斡
を
先
職
就
の
後
業
卒
学
大
、
り

て
し
と
家
作
偵
探
、
ど
な
る
す
旋

。
た
見
を
倒
面
く
な　

係
関
軍
陸
て
つ
か
、
後
戦
は
克

理
を
と
こ
た
い
て
い
つ
に
職
役
の

、
れ
さ
と
象
対
の
放
追
職
公
に
由

四
九
一
（
一
十
二
和
昭
め
た
の
そ

に
挙
選
総
回
二
十
二
第
の
年
）
六

の
男
次
、
は

二
秀

四
十
四
治
明
（

一
一
九
一
／
年
三
十
五
和
昭
│
年

し
選
当
て
し
補
候
立
が
）
八
七
│

八
十
六
は
克
、
後
年
三
の
そ
。
た　

年
）
二
五
九
一
（
七
十
二
和
昭

二
秀
、
で
挙
選
総
回
五
十
二
第
の

を
説
演
援
応
の
で
賀
伊
に
歩
乱
は

家
崎
川
、
代
時
生
学
。
た
し
頼
依

手
相
び
遊
の
二
秀
て
し
り
入
出
に

張
名
に
日
六
十
二
月
九
、
し
諾
快

の
尾
平
、
と
る
す
り
入

宇
流
冨
志

禰

を
弁
熱
に
衆
聴
の
員
満
で
社
神

有
の
元
地
で
亭
風
清
・
館
旅
理
料

ま
ま
の
そ
、
み
囲
を
席
宴
と
者
力

。
た
し
泊
一
に
郷
故
れ
ま
生　

を
店
書
で
町
本
は
歩
乱
、
日
翌

た
い
て
し
営
経

郎
次
繁
村
岡

に
ら

訪
を
跡
家
生
の
町
新
、
れ
さ
内
案

生
、
め
集
を
財
浄
が
志
有
。
た
れ

が
碑
地
誕
生
歩
乱
川
戸
江
に
跡
家

一
（
十
三
和
昭
は
の
た
れ
さ
立
建

。
る
あ
で
と
こ
の
年
）
五
五
九

　

？
者
係
関
も
人
の
あ

虎
高
堂
藤①

① ②

②

⑦

～～

③

藩
居
久①

家
分①

⑤

④

門
衛
右
郎
十
井
平

高
　
次

く
き

娘
氏
井
酒

）
室
正
（

娘
氏
尾
羅
多

敏
高

通
高

娘
氏
井
平

）
前
御
川
冷、
光
お
（

久
高

益
友

救
陳

就
陳

睦
高

男
繁

常
陳

郎
太

⑧

②

家
堂
藤　

と
家
井
平

高睦の子はみな早
世したため腹違い
の兄の子・高敏が
高睦の養子となっ
た。高敏は高虎の
弟を祖とする藤堂
出雲家から養子を
迎えたため、高虎
の血を引く藩主は
五代で途絶えた。

平井家分家の
二代・太郎が
江戸川乱歩。

『絵図からみた上野城』に収
録された享保年間城下町図の
一部。徳居町の廣禅寺前に平
井隼人の屋敷があった。

伊賀出身の代議士・川崎克。
学生時代に克と知り合った乱
歩は生涯にわたって克を恩人
として慕いつづけ、克の没後
に出版された『川崎克伝』で
は編纂委員長を務めた。

で
海
熱
が
次
高
堂
藤

前
御
川
冷
た
け
つ
見

救
陳
た
げ
と
を
世
出

跡
敷
屋
に
下
城
野
上

に
張
名
が
代
初
家
分

い
合
り
知
と
克
崎
川

援
応
を
挙
選
の
二
秀


